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稼
働
率
44
％
で
拡
張
す
る
必
要

の
な
い
川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル（
上
）
と
、
テ
ナ
ン
ト
が

思
う
よ
う
に
入
ら
な
い
フ
ァ
ズ

物
流
セ
ン
タ
ー
（
右
）�

  

こ
の
二
つ
の
事
業
の
ゆ
き
づ
ま
り
が
浮

き
ぼ
り
に
な
る
な
か
、
三
月
議
会
で
は

与
党
の
民
主
・
市
民
連
合
が
「
コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
改
善
策
は
あ
る
の
か
。

決
断
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
初
め
て
”慎
重
論
“。
い
っ
ぽ
う
与
党

第
一
党
の
自
民
党
は
「
電
気
や
ガ
ス
と

同
様
に
欠
か
せ
な
い
事
業
だ
」
な
ど
と�

”推
進
“を
要
求
。
港
湾
局
長
は
「
関
係

者
そ
れ
ぞ
れ
が
血
を
流
し
、
支
援
策
を

講
じ
て
存
続
さ
せ
る
」（
東
京
新
聞
）
な

ど
と
答
え
ま
し
た
。�

  

日
本
共
産
党
は
、
破
た
ん
と
り
つ
く
ろ

い
の
延
命
策
を
や
め
、
市
民
・
関
係
中

小
業
者
へ
の
被
害
を
最
小
限
に
く
い
と

め
労
働
者
の
雇
用
を
守
る
こ
と
を
も
り

こ
ん
だ
、「
破
た
ん
処
理
計
画
」
を
つ
く

る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。�

  

日
本
共
産
党
は
、「
公
共
事
業
に
五
十
兆
円
、
社
会
保
障
に
二
十
兆
円
」
の
逆
立

ち
財
政
を
あ
ら
た
め
、
社
会
保
障
に
こ
そ
手
厚
い
財
政
に
き
り
か
え
る
こ
と
、
公

共
事
業
の
中
身
も
ゼ
ネ
コ
ン
型
か
ら
雇
用
と
中
小
企
業
の
仕
事
お
こ
し
に
つ
な
が

る
生
活
・
福
祉
型
に
転
換
す
る
こ
と
、
緊
急
の
景
気
対
策
と
し
て
、
な
に
よ
り
も

ま
ず
消
費
税
を
三
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
―
を
提
案
し
て
い
ま
す
。�

　
財
政
再
建
も
福
祉
充
実
も
景
気
回
復
も
、
こ
の
方
向
こ
そ
道
が
開
け
ま
す
。�

　
川
崎
市
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
園
の
建
設
の
異
常
な
遅
れ
は
、
高
橋
市
長
が
「
開
発

優
先
主
義
」
に
走
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
新
年
度
予
算
で
も
、
破
た

ん
が
明
ら
か
に
な
っ
た
港
の
大
規
模
事
業
に
新
し
い
形
で
税
金
を
ム
ダ
づ
か
い
。
こ
ん
な
こ

と
は
、
も
う
キ
ッ
パ
リ
あ
ら
た
め
る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

�

  

市
の
借
金
（
市
債
残
高
）
が
一
兆
四
千
億
円
に
も
膨
れ
あ

が
っ
た
深
刻
な
市
財
政
を
健
全
化
さ
せ
な
が
ら
、
特
養
老
人

ホ
ー
ム
や
保
育
園
増
設
、
学
校
改
築
、
障
害
者
施
策
な
ど
市

民
の
切
実
な
要
望
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
日
本
共
産
党
は
、

財
源
対
策
を
具
体
的
に
示
し
て
税
金
の
使
い
方
を
あ
ら
た
め

る
「
予
算
く
み
か
え
動
議
」（
左
）
を
提
案
し
て
が
ん
ば
り
ま

し
た
。�

　 
「
く
み
か
え

動
議
」
は
、
自

民
、
公
明
、
民

主
・
市
民
連
合
、

ネ
ッ
ト
な
ど

の
”
オ
ー
ル
与

党
“
が
理
由
を

何
も
説
明
せ
ず

に
反
対
し
、
否

決
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。�

　
自
自
公
は
、「
景
気
回
復
が
優
先
」
と
い
っ
て
、
従
来
型
の
大
型
公
共
事
業
優
先

の
政
治
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
、
国
や
地
方
の
財
政
破
た
ん
を
い
っ

そ
う
ひ
ど
く
す
る
ば
か
り
で
す
。�

　
自
民
党
は
”公
共
事
業
は
雇
用

の
た
め
だ
“と
言
い
つ
く
ろ
っ
て

い
ま
す
が
、
建
設
省
の
調
べ
で
も

公
共
事
業
は
増
え
た
が
就
労
者
数

は
大
幅
減
。
大
型
公
共
事
業
は
仕

事
が
ゼ
ネ
コ
ン
に
吸
い
上
げ
ら
れ
、

雇
用
と
中
小
企
業
に
役
立
た
な
い

の
で
す
。�

�

　
新
年
度
予
算
で
国
・
地
方
あ
わ
せ
た
借
金(

長
期
債
務
残
高)

は
六
四
五
兆
円
（
国

民
一
人
あ
た
り
五
一
〇
万
円
）。�

　
そ
の
原
因
は
、
政
府
が
、
ゼ
ネ
コ
ン
型
の
巨
大
公
共
事
業
に

湯
水
の
よ
う
に
お
金
を
使
い
つ
づ
け
て
き
た
か
ら
で
す
。 �

 

い
ま
川
崎
で
大
問
題
と
な
っ
て
い
る
超
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
用
の

港
や
フ
ァ
ズ
物
流
施
設
も
、
国
が
巨
大
公

共
事
業
の
一
環
と
し
て
、
全
国
各
地
の
港

の
あ
る
都
市
に
建
設
を
競
わ
せ
て
き
た
も

の
で
す
。
先
の
見
通
し
も
な
い
ま
ま
、
東

京
湾
で
も
、
横
浜
港
、
東
京
港
、
千
葉
港

と
同
じ
よ
う
な
巨
大
施
設
を
つ
く
ら
せ
た

あ
げ
く
、
ど
こ
で
も
大
赤
字
で
す
。�

�

　
市
費
約
三
百
億
円
も
投
入
し
て
き
た

東
扇
島
の
川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
フ
ァ
ズ
物
流
セ
ン
タ
ー
が
、「
貨
物

船
が
週
三
隻
し
か
来
な
い
」「
テ
ナ
ン
ト

が
思
う
よ
う
に
入
ら
な
い
」
と
い
う
事

態
で
、
累
積
赤
字
が
あ

わ
せ
て
六
六
億
六
千
五

百
万
円
（
　
年
度
末
見

込
み
）
に
大
膨
張
。�

  

つ
い
に
銀
行
も
融
資
を
う
ち
切
る
事
態
で
、

市
は
あ
わ
て
て
赤
字
の
穴
埋
め
に
新
年

度
か
ら
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
二
基
な

ど
の
施
設
使
用
料
と
物
流
セ
ン
タ
ー
の

借
地
代
の
無
料
化
、
固
定
資
産
税
の
半

額
化
な
ど
を
約
五
年
間
つ
づ
け
る
と
し

て
合
計
二
五
億
円
分
も
大
サ
ー
ビ
ス
す

る
泥
な
わ
対
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
市
民
の
税
金
が
ど
ん
ど
ん
食

わ
れ
て
い
き
ま
す
。�

　
し
か
も
問
題
な
の
は
、
船
が
ほ
と
ん

ど
来
ず
、
稼
働
率
が
四
四
％
し
か
な
い

第
一
バ
ー
ス(

岸
壁)

を
”船
待
ち
を
な
く

す
“と
い
っ
て
六
九
メ
ー
ト
ル
延
長
す
る

工
事
に
新
年
度
で
さ
ら
に
総
事
業
費
十

三
億
円
（
市
費
六
億
五
千
万
円
）
も
つ

ぎ
こ
み
、
い
っ
そ
う
の
め
り
こ
も
う
と

し
て
い
る
こ
と
で
す
。�

�
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  「公共事業に世界記録的な金額を使って低迷する日本
経済を再生させようとする自民党の政策が、日本に巨
大な借金を残しつつ、ほとんど永続的な恩恵をもたら
さないことに、市民が懸念を強めている…」�
　　　　　　　　　　　（「ロサンゼルス・タイムス」1月26日付）�

年間50兆円の公共事業費
を段階

的に半減する。�

大銀行への税金投入70兆円
枠（す

でに23兆円実施・確定）を中
止する。�

世界第2位の年間5兆円の
軍事費

を半減する。2,750億円の
在日米

軍への「思いやり予算」は全
廃する。�

年間1兆円以上の政府開
発援助�

(ＯＤＡ)や大企業補助金を縮
減する。�

高金利の国債を低利のもの
に借り

換える。�

大企業・高額所得者優遇の
不公平

税制を是正する。投機的な
資本取

引に課税する。�

消費税の減税にふみだす。
�

�

福
祉
・
教
育
・
不
況
打
開
の
緊
急
対
策
を�

川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
フ
ァ
ズ
物
流
セ
ン
タ
ー�

に�の�

億
円�

”雪
だ
る
ま
式
“の
累
積
赤
字�

2
つ
の
事
業
　
　67
億
円
　�

与
党
内
か
ら
も
”慎
重
論
“�

●「
血
を
流
し
て
存
続
し
た
い
」と
港
湾
局
長�

際
限
の
な
い
公
的
資
金
投
入
を
や
め�

「
破
た
ん
処
理
計
画
」
を
つ
く
れ�

自
民
は
”推
進
“質
問�

日
本
共
産
党
が
要
求�

福
祉
・
教
育
・
不
況
打
開
の
緊
急
対
策
を�

●
日
本
共
産
党
が
「
予
算
く
み
か
え
」
を
提
案�

●破たんが明白な大規模事業の赤字穴埋め
のサービス中止、●土地開発基金・港湾整
備事業基金を廃止し一般財源化する、�
●大企業の市民税（均等
割）引き上げ…などで　�

＊そのほか“船の来ない港”の延長など不要不急
　の公共事業や用地取得の中止などで約59億円
　の市債発行を減らす。�

約150億円�

これを財源に�

この市民の願いを�

予
算
の
主
役
を�

き
り
か
え�

ま
し
ょ
う�

“船の来ない港”の
延長工事１�分は
1,880万円�

●特別養護老人�
　ホームの建設�
●保育園の建設�
●老朽校舎の改築・
　耐震補強工事� ●高齢者・障害者の住宅

　改造助成の拡充�
●障害者施策の拡充�
●市営住宅の建設・修繕�
●私道舗装への助成、�
　生活道路の整備�
●商店街への助成拡充�
●中小企業への発注増�

　障害者団体が地域作業所５カ所、
グループホームグループホーム7カ所新設をとカ所新設をと
市に申請していましたが新年度市に申請していましたが新年度
予算では予算では2カ所ずつだけカ所ずつだけ。“船の“船の
来ない港来ない港”の延長の延長5�分のお金分のお金
をまわすだけで全部できます。をまわすだけで全部できます。�

　障害者団体が地域作業所５カ所、
グループホーム7カ所新設をと
市に申請していましたが新年度
予算では2カ所ずつだけ。“船の
来ない港”の延長5�分のお金
をまわすだけで全部できます。�

障害者の働く場�

障害者の共同生活の場�

地域作業所は�
１カ所1,400万円�
�

グループホームは�
1カ所1,100万円�
�

ムダづかいをやめれば�
障害者の切実なねがいも…�
�

川崎
市予算
ク
レ
ー
ン
、借
地
代�

固
定
資
産
税
な
ど�

国と地方�
あわせて� 50兆円� 20兆円� の逆立ち財政�

6
4
5
兆
円
―
「
世
界
一
の
借
金
王
」
と
小
渕
首
相
�

こ
ん
な
自
自
公
に
�

雇
用
に
も
役
立
た
な
い�

大
型
公
共
事
業�

財
政
再
建
も
福
祉
も
景
気
も�

こ
う
す
れ
ば
道
が
開
け
ま
す�

こう�
　して�

日本共産党の提案�

　「かわさき港コンテナターミナル」�
（ＫＣＴ）が深刻な経営難に陥っている
問題で、出資元で株主でもある横浜銀
行など三金融機関は…新規融資を、本
年度から打ち切る方針を固めた。…三
機関は昨年三月ごろ、「回収の見込み
がなくなる可能性もあり、これ以上の
融資は難しい」と…打診していた。　
　　　　　（「東京新聞」３月６日付）�

 “回収の見込みない”と�
  銀行も融資うち切る�

ド イ ツ … … … 3 倍 �

ア メ リ カ … … 4 倍 �

日　本………4割�

公共事業費に対する�
社会保障費の割合�

120.6万人�

129万人�

85.9万人�

11兆円�

14.6兆円�
16.6兆円�

公共事業費�

就労者数�

85年度� 90年度� 98年度�
建設省「公共工事着工統計年度報」から作成�
就労者数は、年間就労日数を230日として換算�

こんな税金の�
ムダづかい�

ま
か
せ
ら
れ
ま
す
か
�

6.5

億
円�

25

！？�

5年間で
�あ

わ�

せ
て�

※年間3千万円以上の工事を請け負った建設業者
　を対象にした建設省のサンプリング調査�

（69�の総事業費13億円）�

69
　
延
長
工
事�

総
事
業
費
13
億
円�
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